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1.  本研究の背景と目的 
















3.  磁界の均一化 
  本研究では、 コンパクトNMR応用のために実験装置を作製し、 実験により磁界分布の均一度を検討した。
均一度の評価は、5mm球内においてppmで行う。バルク超電導体は、外径80mm、内径50mm、厚さ20mmのリ
ング型を2つ用い、スペーサを挟み込み固定した。ホールセンサによって、中心付近の最も均一な領域を
測定した。実験によって、最適ギャップ、最適なバルクの向きを明らかにした。また、さらなる磁界の
均一化のために、シムコイルを作製した。これにより、軸方向の磁界のシミングに成功し、均一度を1238 
ppmまで向上することができた。 
4.結論 
  本研究では、コンパクトNMRを実現するために、バルク超電導体による磁界の均一化の検討を行った。解析
に基づき実験を行い、バルク超電導体の最適な配置を明らかにした。また、シムコイルによって、磁界の均一
度を向上することができた。 
  今後は、今回うまくいかなかった径方向のシミングや、バルク超電導体の個数を増やすことによって
さらなる磁界の均一化、そしてNMR信号取得を目指す。 
 
 